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研究成果の概要 
 

工学における数学教育の重要性は論を待たない。工学教育では JABEE による

認定への対応が１つの課題である。JABEE の基本的な背景には米国の FE 試験

がある。本プロジェクトでは、具体的な数学教育の獲得目標を FE 試験レベルに

おくことにより、工学における数学教育の再位置付けを試みている。FE 試験は

午前 4 時間の共通問題と午後 4 時間の専門分野別問題からなる。共通問題はすべ

ての専門に共通の内容で、数学、統計、力学、材料力学、電気回路、流体、熱、

物質科学、化学、コンピュータ、経済工学、工業倫理の 12 科目からなる。これ

らは、工学系の専門分野に依存しない共通の「工学の教養」である。共通問題は

120 問が出題され、そのうち数学は確率を含めて 20%の出題となっている。すべ

て多肢選択解答問題であるから消去法で簡単にわかる問題もあるが、かなり計算

をしないと正解できない問題もあるから、平均１問あたり 2 分の解答時間という

のは、工学的な数学的センスを必要とするかなり厳しい試験である。 
FE 試験の数学は、内容的には本学工学部の授業レベルである。ところで、本

学工学部のすべての学科に共通の数学科目は 1 年次の線形代数と微分積分、応用

数学 I(微分方程式）である。残りの部分、応用数学Ⅱ(フーリエ級数・ラプラス

変換)、Ⅲ(ベクトル解析)、Ⅳ(複素関数論)と確率・統計は、現在では残念ながら

すべての学科で開講されているわけではなく、また、開講されていても部分的で

あったり専門分野に強く依存した内容となったりしている。代表者は、担当学科

で応用数学の講義を担当している。当学科は複合学科であり「基礎科目」は非常

に幅が広い。そのため、応用数学はこれ以外には「Ⅰ」だけが開講されており、

応用数学Ⅱ,Ⅲ,Ⅳの内容はこの本担当科目１コマとなっている。本プロジェクト

では、昨年度に引き続き、応用数学の講義ノートの整備に務め、また、授業で行

う演習を工夫してきた。 
講義ノートは、ベクトル解析、複素関数、フーリエ級数・フーリエ変換、ラプ

ラス変換の４つの部分からなし、それぞれサマリ編とリファレンス編の２部構成

とした。サマリ編には多様な問題を工夫し 250 題以上の演習問題を用意した。問

題を解くために必要な公式や説明をしている。これらの問題は FE 試験問題にな

らって多肢選択問題とし、解答も用意したが、これは、FE 試験関連資料や工学

各専門分野で行われている数学教育教科書を参考に、工夫した。また、FE 試験

資料の英語問題を精選し、毎回 10 問程度の演習を課しており、130 問以上の演

習を半期で行うことができた。講義はこのサマリ編と演習問題、FE 試験資料か

ら精選した演習問題によって行っている。 
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リファレンス編は、自習・独習の便を図るため詳しい説明をしている。従来の

教科書に近いが、単なる How to ではなく、Why や What につなげるための工

夫や、さらに、発展的に考えるための工夫もしている。また、従来の講義で行わ

れていた上級学年での専門科目で前提としている事項を追加説明している。多様

な学習方法を支えるよう工夫した。 
この講義ノートを印刷し、受講生全員に配付した。授業を展開しながら講義ノ

ートを製作しており、今期は数回に分けて、印刷・配付した。 
本講義ノートは、出版社と交渉中で、印刷公表する予定である。 
本プロジェクトの到達点をもとに、今後、現在の計画をさらに発展させると共

に、線形代数、微分積分、微分方程式、さらに確率統計まで、FE 試験の数学が

おおう全範囲について、これまでと同様の検討をする計画である。 
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